全日本学生空手道連盟段位規程
この規程は、全日本学生空手道連盟（以下「学空連」という）規約第21条第２項に基づき制定する。
（学連段位の付与）
第1条 学空連段位は、加盟大学空手道部部員及び卒業生で、学空連の目的を理解し、
その活動に積極的に参加する者を対象に付与する。
ただし、加盟大学の教職員にして、本連盟に貢献度の高い者をも対象とすることができる。
（学空連段位の性格）
第2条 学空連は、加盟大学や同OB会等の協力のもと、主に現役部員と卒業生等に
よって支えられるが、これら卒業生の多くは奉仕活動をもって本連盟に貢献すると言える。
したがって、学空連高段位は、本連盟に対する継続した貢献度を基本とし、段位にふさわしい技量と人格・識見・指導力等（以下「人格等」という）を求めるものである。
（段位受審の推薦制度）
第3条 学空連高段位の取得には、本連盟への貢献度と技量及び人格等を求めるが、
貢献度や人格等は自らが計ることはできない。
　したがって、４段以上の受審に際しては、本連盟の定める機関において受審者本人の貢献度と人格等を諮り、これによる推薦制を採用するものとする。
　なお、この推薦を得なければ、実技審査を受審することはできない。
　
（受審者の推薦手順）
第４条　受審者の推薦手順は次のとおりとする。
２　３段以下の受審は不要とする。
３　４段・５段の受審は、所属地区学空連の定める機関（地区受審者推薦委員会）が、当該者の同地区学空連における貢献度と人格等を諮り推薦する。
４　６段から８段受審は、所属地区学空連から学空連へ受審候補者として申請された後、学空連の定める機関（受審者推薦委員会）が、当該者の学空連における貢献度と人格等を諮り推薦する。
５　受審者推薦委員会の委員は別に定める。
（受審資格と推薦基準）
第５条　年齢と現有段位取得後の期間及び貢献度は下記のとおりとする。
	受審段位
	年齢
	現有段位取得後の期間
	貢　　献　　度

	８段

	55才以上

	７段取得後
６年以上

	・学空連に25年以上の実績を有し、全国理事又は正副部会長、地区正副理事長又は事務局長及び部会長等の経験者。
・審判員においては、海外遠征又は指導等の経験者。
・監督においては、全国的に優秀な成績（全国大会優勝等）を収めた者。

	７段

	40才以上

	６段取得後
５年以上

	学空連に15年以上の実績を有し、８段に定める経験者の他、地区理事・審判員・事務局員及び監督・コーチ経験者。

	６段
	35歳以上

	５段取得後
４年以上
	学空連に10年以上の実績を有し、以下７段に同じ。

	５段
	30歳以上

	４段取得後
３年以上
	6段位に準じ、学空連に８年以上の実績を有する加盟大学の卒業生等。

	４段
	25歳以上

	３段取得後
２年以上
	5段位に準じ、学空連に5年以上の実績を有し、以下５段に同じ。

	３段以下
	制限なし
	制限なし
	加盟大学の部員及び卒業生等。
                   


第6条  実技審査については下記の通りとする。
　２　3段以下…地区学空連において、5段以上の学空連段位保持者5～7名の審査員
　　　と内1名の審判長をもって行う。原則として年2回行う。
３　４・５段…地区学空連において、6段以上の学空連段位保持者5～7名の審査員
　　をもって行うが、当該審査員には2名以上の全国審査員(学空連８段位保　持者)
を含み内1名の審査長をおくものとする。原則として年1回行う。
　４　６～８段…学空連において、全国審査員(学空連８段位保持者) 5～7名の審査員
と、内1名の審査長をもって行う。原則として年1回行う。
　５　筆記試験…実技審査には、いずれの段位受審についても筆記試験を課すことが　
　　　ある。
第7条　実技審査の合否については、下記の通りとする。
　２　実技審査の合否決定は、審査員の多数決を原則とするが、審査員が偶数名であっ
て、合否同数の場合は審査長がこれを決する。　　　
　　　　　
第８条　受審料と登録料
	受審段位
	受 審 料
	登 録 料

	８ 段
	１０，０００
	５０，０００

	７ 段
	１０，０００
	４０，０００

	６ 段
	１０，０００
	３０，０００

	５ 段
	１０，０００
	２０，０００

	４ 段
	１０，０００
	１０，０００

	３ 段
	３，０００
	５，０００

	２ 段
	３，０００
	４，０００

	初 段
	３，０００
	３，０００


附　則
　　この規程は、平成27年 4月 1日から施行する。
